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車椅子を使用する高齢者のリスクについての文献検討































































































年代 看護学 理学療法学 作業療法学 医学
園内海外 圏内 海外 国内海外 圏内 海外 富十
2011 01 。。。 。。。。
2010 。。l 。。。。2 
2009 3 。l 。。。。。4 
2008 2 。。。01 。。。2 
2007 。。。。 。。。
2006 1! 。1 。01 。1 。3 
2005 1 1 l 。o! 。。。3 
2004 21 。l 。。。。。3 
2003 1 。1 2 。。。4 
2002 01 。1 。。。。。1 
2001 01 。。2 。。。。2 






的記述研究(上内ら， 2003) ; (谷岡ら.2008)、転倒・
転落や樗癒のアセスメントシートの評価研究(渡辺ら.
2004) (泉ら.2003)、転倒・転落のリスク因子を検討し




ランダム化比較実験研究(BrienzaD.，et al， 2010) ; (Geyer 
M，J. et al. 2001)や、メデイケイドが購入した車椅子
の適合性を検討するために、車椅子使用者の使用状況に

























における判断の相違点について， 日本精神科看護学会誌 インタピ、ュー による車椅子ベルトの開放についての判断要因を検討
3山村愛子 (208):入院患者における転倒・転落防止ー エビデンスに基づくアセス 急性期病院に入院する患者652名(平均59歳)
メント・スコアシー トの作成を目指してー ，木村看護教育振興財団看護研究集録 アセスメントスコアシ}卜を作成使用し、事故の実態調査からシー ト項目を検討
4谷岡美和 (208):当病棟における転倒転落の発生要因の分析， 急性期病棟における転倒転落ヒヤリ・ハット報告書9件
国立高知病院医学雑誌 SHELLモデルを使用した事故内容の分析
転 5加藤真由美 (208):施設高齢者の捉える転倒・転落につながるハザー ド 老人保健施設に入所中の高齢者26名
倒 日本看護管理学会誌 インタビュー による高齢者の理解する転倒転落に関する要因を検討
転 6泉キヨ子 (206) 転倒予測アセスメントツー ルの評価 一2つの回復期リハビリ リハビリテー ション病棟入院中の患者216名(平均67歳)
看 落 テー ション病棟での使用からー ， 国際リハビリテー ション看護研究会誌 転倒予測アセスメントツー ルの妥当性を転倒事故の要因により検討
議 7林武子 (205):痴呆療養病棟における車椅子安全ベルト使用基準表作成 車椅子安全ベルト使用高齢者17名
への取り組み， 日本精神科看護学会誌 車椅子安全ベルト使用者の特徴を整理し、使用基準表作成を作成
8渡辺明子(20ω):脳外科患者に対する転倒転落アセススコアシー トと危険防止 脳外科病棟入院中の息者'568名 (平均67歳)
対策の有用性， 日本看護技術学会誌 転倒転落アセススコアシー トと危険防止対策の有用性を事故の実態調査により検討
9泉キヨ子(203):入院高齢者の転倒予測に関する改訂版アセスメントツー ル 一般病棟・療養型病床10施設入院中の高齢者184名
の評価， 金沢大学つるま保健学会誌 アセスメントツー ルの項目を転倒事故の実態分析により検討
10lGavin. D(2005): Wheelchair-related falls -current evidence and directions 車椅子に関する転倒について文献を検討し、リスクとリスク因子などについて報告
for improved qual i tycare一， Journal of Nursing Care Quality 
1角 優子(2010):プレー デンスケー ル15点以上で袴療が発生した要因と今後の課題，入院患者71名(平均78歳)
1覇 新田塚医療福祉センター 雑誌 樗矯の発生要因についての実態調査
搭 12藤本由美子 (204):座位姿勢をとる高齢者の祷癒形成の実態把握調査1 療養型医療施設・特別養護老人ホー ム入所者13名
日本看護科学学会誌 車椅子座面の接地状況が祷痛の状態に与える影響の検討
13吉本好延 (2∞5):脳血管障害患者における転倒危険因子の解析 回復期リハビリテ』ション病棟入院中の患者83名
転 チーー ムアプロー チによる転倒事故対策の提案 ， 高知県理学療法 転倒事故の危険因子についての実態調査
倒 14縄井清志 (204):介護サー ビスにおける福祉用具使用時の安全に関する研究 13の介護事業所(居宅・施設サー ビス)
転 一印搭村における疫学調査からー ， 理学療法学 居宅・施設サー ビス事業所の転倒転落事故の実態調査
落 15上内哲男 (202)・介護老人保健施設における易転落者のスクリー ニングに 入所者90名(平均83歳)
ついての検討， 身体教育医学研究 転倒転落事故のスクリー ニングツー ル適用後、事故発生状況から有効性を検討
16小林真琴(209)・高齢者施設における車いすの選定ー 座位能力と祷策発生 介護老人保健施設に入所中の車椅子使用高齢者40名
危険度から考えるー ， 国立リハビリテー ション研究所紀要28号 祷済発生状況と座位能力・祷済発生危険度の年度別変化から車椅子選定を検討
17樋口慎太郎(203) 療養型病床における祷清発生要因の検討ー 独自の祷療予防・ 療養型病床で標準型車椅子を使用する入院患者16人
治療指針使用後に発生した祷療を省みて ， 日本祷搭学会誌 指針適用後の祷癒発生の実態調査と指針の検討
18lBrienza. D. M (201): The relationship between pressure ulcer incidence and ナー シングホー ムに入居中の車椅子使用者32名
理
buttock-seat cushion interface pressure in at-risk elderly 車椅子シー トクッションの除圧効果を使用時の座面圧と祷癒発生から検討
件f4-
wheelchair users， Archives of Physical Medicine & Rehabilitatio日
祷
191Geyer 1!J(2001): A rando皿izedcontrol trial to evaluate pressure-reducing ナー シングホー ム入居中の車椅子使用者32名
癒
seat cushions for elderly wheelchair users， 車椅子シー トクッションの除圧効果を使用状況と祷癒発生についての関連から検討
Advances in Skin & Wound Care 
20lFuchs RH(2003) : Wheelchair use by residents of nursing homes， ナー シングホー ムに入居中の車椅子使用高齢者42名
Assistive Technology メディケイドが購入した車椅子の適合性を使用者の使用状況により検討
21lGavin. D(2003) : Development of a safe wheelchair seating screening tol， 退役軍人老人ホー ムに入居中の車椅子使用高齢者50名
University of South Florida 車椅子座位姿勢のスクリー ニングツー ルの検討
221Brienza DA (2010) : A rando目izedclinical trial on preventing pressure ナー シングホー ムに入居中の車椅子使用高齢者232名
ulcers with wheelchair seat cushions， Journal of the American Geriatrics 車椅子シー トクッションの除圧効果を使用状況ど祷癒発生の関連から検討
Society 
浮 23黒田和子 (206):座りきりが居眠りや浮腫に与える影響について 介護療養型医療施設に入所中の車椅子使用高齢者37名
腫 介ー護療養型医療施設における検討ー ， 理学療法研究・長野 下肢浮腫のある高齢者に対する臥床による効果を検討
作 転 24坂本利恵(207):回復期リハビリテー ション病棟における転倒と直近のF1!1得点 リハビリテー ション病棟に入院中の愚者108名(平均65歳)
業 倒 との関係，作業療法ジャー ナル 転倒事故とFB!による身体状況との関連を検討
医 転 25北岡保(206):回復期リハビリテー ショパ青棟における転倒と対策 リハビリテー ション病棟に入院中の転倒経験者313名(平均67歳)





































(藤本ら.2004) (Geyer M.J，. et al. 2001)、車椅子クッ
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